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第 １ 章  計 画 の 基 本 事 項  

 

１  計 画 の 位 置 付 け と 目 的  

下 松 市 体 育 施 設 個 別 施 設 計 画 は 、 平 成 ２ ９ （ ２ ０ １ ７ ） 年 ３

月 に 策 定 し た 「 下 松 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」 に 基 づ き 、 体

育 施 設 に 係 る 具 体 的 方 針 を 示 す も の で す 。  

ま た 、 本 計 画 は 、 施 設 の 改 修 、 改 築 の 優 先 順 位 を 設 定 し 、 長

寿 命 化 を 計 画 的 に 行 う こ と で 、 施 設 整 備 に 係 る 経 費 の 縮 減 と 平

準 化 を 図 り 、 効 率 的 な 施 設 整 備 を 行 う こ と を 目 的 と し て 策 定 し

ま す 。  

な お 、 本 計 画 は 、 社 会 情 勢 や 上 位 計 画 に よ る 公 共 施 設 の 整 備

の 方 向 性 等 を 踏 ま え た 上 で 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し ま す 。  

 

２  対 象 施 設  

  本 計 画 の 対 象 施 設 は 「 下 松 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 」 に 定

め る 「 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 系 施 設 」 の 大 分 類 の う ち 、

体 育 館 、 ス ポ ー ツ 公 園 付 属 施 設 及 び グ ラ ウ ン ド 等 と し ま す 。 た

だ し 下 松 市 温 水 プ ー ル は 対 象 か ら 除 き ま す 。  

 

【 対 象 施 設 一 覧 】  

N o .  施 設 名 称  所 在  

１  下 松 市 市 民 体 育 館  

下 松 市 西 柳 一 丁 目 1 番 1 号  ２  下 松 市 公 園 プ ー ル  

３  下 松 市 市 民 武 道 館  

４  下 松 ス ポ ー ツ 公 園 体 育 館  

下 松 市 大 字 河 内 1 0 1 4 0 番 地  

５  
下 松 ス ポ ー ツ 公 園  

総 合 グ ラ ウ ン ド  

６  下 松 ス ポ ー ツ 公 園 球 技 場  

７  
下 松 ス ポ ー ツ 公 園  

ゲ ー ト ボ ー ル 場  

８  下 松 市 市 民 運 動 場  下 松 市 大 字 末 武 下 6 2 0 番 地 1  

９  下 松 市 葉 山 グ ラ ウ ン ド  下 松 市 葉 山 一 丁 目 8 1 9 番 地 3 4  

１ ０  下 松 市 恋 ケ 浜 緑 地 庭 球 場  下 松 市 大 字 東 豊 井 5 5 1 番 地 1  

１ １  下 松 公 園 庭 球 場  下 松 市 大 字 西 豊 井 4 6 0 番 地  
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【 対 象 外 の 体 育 施 設 】  

施 設 名 称  所 在  

下 松 市 温 水 プ ー ル  下 松 市 大 字 河 内 1 0 1 4 0 番 地  

 

【 対 象 施 設 位 置 図 】  

 

 

 

 

 

３  計 画 期 間  

本 計 画 の 計 画 期 間 は 、 総 合 管 理 計 画 と の 整 合 性 を 図 る た め 、

２ ０ ２ １ 年 度（ 令 和 ３ 年 度 ）か ら ２ ０ ４ ６ 年 度（ 令 和 ２ ８ 年 度 ）

ま で の ２ ６ 年 間 と し ま す 。  

 



4 

 

４  基 本 方 針  

 限 ら れ た 財 源 の 中 で 施 設 の 維 持 保 全 を 実 施 す る た め 、 総 合 管

理 計 画 の 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 基 本 方 針 に 基 づ き 、 予 防 保 全   

型 維 持 管 理 を 基 本 と す る 施 設 の 長 寿 命 化 と ト ー タ ル コ ス ト の 縮

減 ・ 平 準 化 を 図 り ま す 。 ま た 、 少 子 高 齢 化 社 会 を 迎 え 、 地 域 ご

と に 求 め ら れ る 体 育 施 設 の 量 や 質 が 変 化 し て い く こ と が 想 定 さ

れ る た め 、 各 体 育 施 設 の 状 態 や 地 域 の 実 情 に 応 じ た 整 備 を 検 討

し ま す 。  
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第 ２ 章  体 育 施 設 の 現 況  

 

１  概 要  

本 市 は 、市 の ス ポ ー ツ 振 興 の 中 心 的 な 役 割 を 担 う 施 設 と し て 、

ス ポ ー ツ の 推 進 の た め の 基 本 的 な 法 律 で あ る 、「 ス ポ ー ツ 基 本 法 」

の 第 １ ２ 条 に 基 づ き 体 育 施 設 を 保 有 し て い ま す 。  

し か し 、 築 ５ ０ 年 を 経 過 す る 施 設 も あ り 、 今 後 数 十 年 の 間 に

大 規 模 な 修 繕 、 更 新 な ど の 大 き な 財 政 負 担 が 見 込 ま れ る 中 で 、

安 全 で 快 適 に 活 動 で き る 環 境 を 維 持 し て い く た め に は 、 施 設 の

複 合 化 、 集 約 化 等 も 視 野 に 入 れ る な ど 、 様 々 な 手 法 を 検 討 す る

必 要 が あ り ま す 。  

 

２  設 置 、 利 用 状 況  

 
３  管 理 運 営 体 制  

  本 市 の 体 育 施 設 の 管 理 運 営 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律

第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ４ ４ 条 の ２ 第 ３ 項 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 が 行 っ

て い ま す 。  

  ●指 定 管 理 者   一 般 財 団 法 人  下 松 市 施 設 管 理 公 社  

  ●指 定 管 理 期 間  ２ ０ １ ９ （ 平 成 ３ １ ） 年 度 ～ ２ ０ ２ ３ （ 令

和 ５ ） 年 度  
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第 ３ 章  個 別 方 針  

 

１  下 松 市 市 民 体 育 館  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     ６ ０ 年 ２ ヶ 月  

  ●構 造      鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ＋ 小 屋 組 み 鉄 骨 造  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ５ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ６ ４ ６ ,９ ９ １ ,５ ２ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト   ２ ,０ ５ ６ ,２ ６ １ ,０ ２ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）           ４ ０ ,６ ９ ５ ,５ ２ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

  ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

屋 根 下 地 材 、 内 壁 外 壁 コ ン ク リ ー ト に 経 年 劣 化 が 見 ら れ る

た め 、 大 規 模 な 補 修 、 改 修 等 が 発 生 す る 。  

耐 震 改 修 を ２ ０ １ ７ 年 に 行 っ て い る が 、 築 年 数 が ６ ０ 年 と

耐 用 目 標 年 数 が 残 り ５ 年 で あ る た め 、 建 て 替 え を 考 慮 す る 必

要 が あ る 。  

現 在 に 至 る ま で に 多 く の 改 修 工 事 等 を お こ な っ て い る が 、

ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト を 考 慮 す る と 、改 築 を 行 い 、よ り 安 全 ・

安 心 な 施 設 と す る こ と が 望 ま し い 。  

  ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

建 物 は 築 ６ ０ 年 が 経 過 し 、 内 外 壁 の 浮 き ・ ヒ ビ が 各 所 に 多  

数 見 受 け ら れ る 。 特 に 妻 側 の 梁 は 高 所 に あ る た め 、 危 険 で あ

る 。  

体 育 館 天 井 は 、 木 毛 板 に ヒ ビ が 発 生 し て お り 、 何 ら か の 衝

撃 で 落 下 す る 危 険 が あ る た め 、 屋 根 の 葺 き 替 え 又 は 鉄 骨 小 屋

組 み へ の 安 全 ネ ッ ト 設 置 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

そ の ほ か に も 多 く の 劣 化 等 が 見 ら れ る た め 早 め の 対 応 が 必

要 で あ る 。  
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（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

●下 松 市 市 民 体 育 館 は 長 寿 命 化 又 は 改 築 と 判 断 す る 。  

 

２  下 松 市 公 園 プ ー ル  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  □有 り ・ ■無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     ６ ０ 年 ２ ヶ 月  

  ●構 造      補 強 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ５ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ２ ６ ９ ,４ ８ ２ ,３ ０ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ４ １ １ ,６ ３ ５ ,８ ０ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）         ４ ,３ ９ ９ ,３ ０ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

  ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

構 造 が 補 強 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造 で あ り 、 旧 耐 震 の 建 物

で 、 耐 震 診 断 未 実 施 の 建 物 で あ る 。  

今 後 も 建 物 を 使 用 す る 上 で は 、 耐 震 診 断 を 実 施 し 建 物 の 耐

震 性 を 把 握 す る こ と が 重 要 で あ る 。 た だ し 耐 震 補 強 及 び 老 朽

改 修 を 行 う 場 合 で あ っ て も 、 部 材 耐 用 年 数 を 考 慮 す る と 、 改

築 を 視 野 に 入 れ る 必 要 が あ る 。  

  ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

建 物 は 築 ６ ０ 年 が 経 過 し て お り 、 施 工 品 質 に よ っ て は 地 震

時 に 構 造 的 な 不 具 合 を も た ら す 恐 れ が あ る た め 、 躯 体 の 詳 細

調 査 を 行 っ た う え で 、建 物 の 長 寿 命 化 又 は 改 築 の 判 断 を 行 う 。 

  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

  ●下 松 市 公 園 プ ー ル は 長 寿 命 化 又 は 改 築 と 判 断 す る 。  
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３  下 松 市 市 民 武 道 館  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  □有 り ・ ■無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     ５ ３ 年 ３ ヶ 月  

  ●構 造      鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 +鉄 骨 造  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

 ●残 り 使 用 年 数  １ ２ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ３ ９ ,８ １ ６ ,５ ５ ３ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ４ ９ １ ,８ ０ ３ ,０ ０ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）        １ ０ ,７ ６ ５ ,４ ４ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

  ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

屋 内 外 と も 躯 体 コ ン ク リ ー ト に 深 刻 な ひ び 割 れ や 浮 き が  

あ り 、 構 造 的 な 欠 陥 が 散 見 さ れ る 。  

鉄 筋 の サ ビ も 相 当 に 進 行 し て お り 、経 年 劣 化 が 著 し い た め 、

改 修 に よ る 長 寿 命 化 に は 、 多 額 の 費 用 を 要 す る 。  

ま た 、 耐 震 診 断 を 行 っ て お ら ず 、 耐 震 性 の 有 無 が 不 明 で あ

り 、 今 後 も 建 物 を 使 用 す る 場 合 は 、 耐 震 診 断 の 結 果 に よ り 、

必 要 な 補 強 を 行 う 必 要 が あ る 。  

  ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

●下 松 市 市 民 武 道 場 は 長 寿 命 化 又 は 改 築 と 判 断 す る が 今 後 、

複 合 化 等 も 視 野 に 入 れ 対 応 を 検 討 す る 。  
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４  下 松 ス ポ ー ツ 公 園 体 育 館  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     １ ３ 年 ０ ヶ 月  

  ●構 造      鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 （ 一 部 鉄 骨 造 ）  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ５ ２ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  ２ ,１ ８ ９ ,９ ９ ９ ,４ ７ ５ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  ２ ,６ １ ５ ,４ ７ ３ ,６ ０ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）        ６ ９ ,２ ９ ７ ,２ ８ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

  ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

新 耐 震 基 準 に 適 合 し た 建 物 で あ る た め 、 定 期 的 な 補 修 、 メ

ン テ ナ ン ス に よ り 建 物 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が 可 能 で あ る 。  

  ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

経 年 劣 化 に よ る 躯 体 の ひ び 割 れ 等 が 散 見 さ れ た 。 個 所 数 、

規 模 と も に 甚 大 な も の で は な い が 、 早 急 な 対 処 が 望 ま し い 。  

屋 根 内 樋 の 板 金 の 劣 化 が 著 し く 、 漏 水 が 他 の 不 具 合 の 原 因

と な る た め 、 早 急 に 対 処 が 必 要 で あ る 。  

玄 関 ホ ー ル 、 ア リ ー ナ 、 観 覧 席 の 天 井 が 特 定 天 井 に 該 当 し

て お り 、 法 令 に 適 合 し て い な い た め 、 対 処 が 必 要 で あ る 。  

そ の 他 に も 対 処 が 必 要 な 個 所 が あ る が 躯 体 の 劣 化 に 関 し  

て は 緊 急 性 が 低 い 。た だ し 、日 常 的 に 多 数 の 利 用 が あ る こ と 、

緊 急 時 の 避 難 施 設 と し て 位 置 づ け ら れ て い る こ と か ら 、 震 災

対 策 で 天 井 の 耐 震 化 を 早 期 に 行 う 必 要 が あ る 。  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

 ●下 松 ス ポ ー ツ 公 園 体 育 館 は 長 寿 命 化 と 判 断 す る 。  
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５  下 松 ス ポ ー ツ 公 園 屋 外 施 設 等  

  （ 総 合 グ ラ ウ ン ド 、 ゲ ー ト ボ ー ル 場 、 球 技 場 ）  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     １ ６ 年 ０ ヶ 月  

  ●構 造      鉄 骨 造  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ４ ９ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ０ ３ ,６ ２ ４ ,０ ０ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ４ ５ ６ ,２ １ １ ,０ ０ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）         ８ ,５ ５ ０ ,０ ０ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

 ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

構 造 的 な 欠 陥 は 特 に 見 ら れ な い た め 、 大 規 模 な 補 強 、 改 修

等 は 現 在 の と こ ろ 必 要 な い が 、部 分 的 な 劣 化 が 見 ら れ る た め 、

改 修 計 画 を 定 め 、 補 修 等 が 必 要 と な る 。  

メ ン テ ナ ン ス 、 点 検 等 、 建 物 の 使 用 方 法 に 留 意 す れ ば 、 ラ

イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。  

 ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

防 球 ネ ッ ト に ナ ッ ト の 緩 み や 、筋 交 い の た わ み が あ る た め 、

予 防 保 全 と し て フ ェ ン ス や ネ ッ ト の 破 れ な ど と 併 せ て 修 繕 す

る 必 要 が あ る 。 そ の 他 、 サ ビ 等 も 散 見 さ れ る が 構 造 的 な 欠 陥

は 特 に 見 ら れ ず 、 良 好 な 状 態 で あ る 。  

定 期 点 検 に よ る 劣 化 部 位 の 早 期 発 見 、 計 画 的 な 修 繕 に よ る

長 期 利 用 の サ イ ク ル 構 築 が 必 要 で あ る 。  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

 ●下 松 ス ポ ー ツ 公 園 総 合 グ ラ ウ ン ド は 長 寿 命 化 と 判 断 す る 。  
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６  下 松 市 市 民 運 動 場  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

 ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

 ●築 年 数     ９ 年 ９ ヶ 月  

  ●構 造      補 強 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 造  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ５ ６ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ５ ９ ,５ ９ ９ ,０ ０ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ２ ５ ８ ,２ ０ ５ ,０ ０ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）         １ ,３ ０ ０ ,０ ０ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

 ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

構 造 的 な 欠 陥 は 特 に 見 ら れ な い た め 、 大 規 模 な 補 強 、 改 修

等 は 現 在 の と こ ろ 必 要 な い が 、部 分 的 な 劣 化 が 見 ら れ る た め 、

改 修 計 画 を 定 め 、 補 修 等 が 必 要 と な る 。  

メ ン テ ナ ン ス 、 点 検 等 、 建 物 の 使 用 方 法 に 留 意 す れ ば 、 ラ

イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。  

 ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

防 球 ネ ッ ト に ナ ッ ト の 緩 み や 、筋 交 い の た わ み が あ る た め 、

予 防 保 全 と し て フ ェ ン ス や ネ ッ ト の 破 れ な ど と 併 せ て 修 繕 す

る 必 要 が あ る 。 そ の 他 、 サ ビ 等 も 散 見 さ れ る が 構 造 的 な 欠 陥

は 特 に 見 ら れ ず 、 良 好 な 状 態 で あ る 。  

定 期 点 検 に よ る 劣 化 部 位 の 早 期 発 見 、 計 画 的 な 修 繕 に よ る

長 期 利 用 の サ イ ク ル 構 築 が 必 要 で あ る 。  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

  ●下 松 市 市 民 運 動 場 は 長 寿 命 化 と 判 断 す る 。  
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７  下 松 市 葉 山 グ ラ ウ ン ド  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

 ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

 ●築 年 数     ２ ６ 年 １ ０ ヶ 月  

 ●構 造      鋼 製  

 ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

 ●残 り 使 用 年 数  ３ ９ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

 ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ０ ８ ,３ ５ ４ ,０ ０ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    ２ ９ ３ ,７ ４ ９ ,０ ０ ０ 円  

 ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）         ２ ,０ ０ ０ ,０ ０ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

 ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

構 造 的 な 欠 陥 は 特 に 見 ら れ な い た め 、 大 規 模 な 補 強 、 改 修

等 は 現 在 の と こ ろ 必 要 な い が 、部 分 的 な 劣 化 が 見 ら れ る た め 、

改 修 計 画 を 定 め 、 補 修 等 が 必 要 と な る 。  

メ ン テ ナ ン ス 、 点 検 等 、 建 物 の 使 用 方 法 に 留 意 す れ ば 、 ラ

イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。  

  ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

フ ェ ン ス は 築 ２ ６ 年 が 経 過 す る が 、 構 造 的 な 欠 陥 は 特 に 見

ら れ ず 、 良 好 な 状 態 で あ る 。  

日 々 の メ ン テ ナ ン ス 等 を 十 分 に 行 え ば 、 長 期 的 な 使 用 が 可

能 で あ る 。  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

  ●下 松 市 葉 山 グ ラ ウ ン ド は 長 寿 命 化 と 判 断 す る 。  

 

 

 

 

 

 



13 

 

 

８  下 松 市 恋 ケ 浜 緑 地 庭 球 場  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

 ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     ４ １ 年 ０ ヶ 月  

 ●構 造      鋼 製  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ２ ４ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

 ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ０ ５ ,５ ３ ９ ,０ ０ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ９ ４ ,２ ７ ７ ,０ ０ ０ 円  

 ●施 設 解 体 費 （ 内 掲 ）         １ ,０ ０ ０ ,０ ０ ０ 円  

 

（ ４ ） 考 察  

  ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

構 造 的 な 欠 陥 は 特 に 見 ら れ な い た め 、 大 規 模 な 補 強 、 改 修

等 は 現 在 の と こ ろ 必 要 な い が 、部 分 的 な 劣 化 が 見 ら れ る た め 、

改 修 計 画 を 定 め 、 補 修 等 が 必 要 と な る 。  

メ ン テ ナ ン ス 、 点 検 等 、 建 物 の 使 用 方 法 に 留 意 す れ ば 、 ラ

イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。  

 ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

一 部 、 防 錆 処 理 や 取 り 換 え 等 が 必 要 な 個 所 は あ る が 、 日 々

の メ ン テ ナ ン ス 等 を 十 分 に 行 え ば 、 長 期 的 な 使 用 が 可 能 で あ

る 。  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

 ●下 松 市 恋 ケ 浜 緑 地 庭 球 場 は 長 寿 命 化 と 判 断 す る 。  
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９  下 松 公 園 庭 球 場  

（ １ ） 施 設 の 必 要 性  

  ●そ の 施 設 は     ■必 要 ・ □不 要 ・ □検 討  

  ●そ の 施 設 の 耐 震 性  ■有 り ・ □無 し  

 

（ ２ ） 目 標 耐 用 年 数 と 残 使 用 年 数 の 設 定  

  ●築 年 数     ２ ７ 年 １ １ ヶ 月  

  ●構 造      鋼 製  

  ●目 標 耐 用 年 数  ６ ５ 年  

  ●残 り 使 用 年 数  ３ ８ 年  

 

（ ３ ） 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト と 改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

  ●建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト     ６ ９ ,１ １ ４ ,０ ０ ０ 円  

  ●改 築 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト    １ ９ ２ ,６ ８ ３ ,０ ０ ０ 円  

  ●施 設 解 体 費（ 内 掲 ）          ５ ０ ０ ,０ ０ ０ 円  

（ ４ ） 考 察  

 ① 建 物 ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト  

構 造 的 な 欠 陥 は 特 に 見 ら れ な い た め 、 大 規 模 な 補 強 、 改 修

等 は 現 在 の と こ ろ 必 要 な い が 、部 分 的 な 劣 化 が 見 ら れ る た め 、

改 修 計 画 を 定 め 、 補 修 等 が 必 要 と な る 。  

メ ン テ ナ ン ス 、 点 検 等 、 建 物 の 使 用 方 法 に 留 意 す れ ば 、 ラ

イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 低 減 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。  

 ② 建 物 躯 体 ・ 部 位 ・ 部 材 等 の 劣 化 等  

防 球 フ ェ ン ス の 穴 や サ ビ が 発 生 し て い る 箇 所 の 修 繕 が 必  

要 だ が 、 そ の 他 は 良 好 な 状 態 で あ り 、 日 々 の メ ン テ ナ ン ス 等

を 十 分 に 行 え ば 、 長 期 的 な 使 用 が 可 能 で あ る 。  

（ ５ ） 長 寿 命 化 を 行 う 場 合 の 優 先 順 位 の 検 討  

 ●下 松 公 園 庭 球 場 は 長 寿 命 化 と 判 断 す る 。  
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第 ４ 章  計 画 の 継 続 的 運 用  

１  施 設 情 報 の 管 理 と 関 係 部 署 と の 連 携  

  本 計 画 を 推 進 す る に 当 た り 、 計 画 的 に 対 象 施 設 の 目 視 等 に よ

る 調 査 を 行 う こ と で 、 施 設 の 実 態 を 把 握 し ま す 。  

そ の 結 果 や 過 去 の 修 繕 、 改 修 の 履 歴 を 管 理 し つ つ 、 本 計 画 を

計 画 的 に 実 行 し て い く こ と が 重 要 と な る た め 、 建 築 担 当 課 、 財

政 担 当 課 等 と の 連 携 を 密 に し 、 改 修 等 の 内 容 や ス ケ ジ ュ ー ル 管

理 等 を 行 い ま す 。  

 

２  財 源 の 確 保  

  安 全 安 心 で 快 適 な ス ポ ー ツ 環 境 を 維 持 す る た め に は 、 継 続 的

な 施 設 の 維 持 管 理 や 改 修 、 改 築 が 必 要 と な り 、 多 額 の 経 費 が 必

要 と な り ま す 。  

よ っ て 、 計 画 の 実 効 性 を 高 め る た め に は 、 適 宜 、 施 設 の 利 用

状 況 を 把 握 し 、 効 率 的 な 改 修 等 を 実 施 す る 必 要 が あ り ま す 。  

  ま た 、 国 等 の 動 向 を 注 視 し 、 補 助 制 度 を 最 大 限 に 活 用 す る こ

と で 、 本 市 の 財 政 支 出 の 縮 減 を 図 り ま す 。  

 

３  フ ォ ロ ー ア ッ プ  

  本 計 画 の 進 捗 状 況 等 に つ い て は 、 適 切 な 時 期 に フ ォ ロ ー ア ッ

プ を 実 施 し 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に 沿 っ た 進 捗 管 理 を 行 う も の と

し ま す 。  


